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寒いと思っていたら、久しぶりに春の雪になりました。幸いと言うか、それ程積もりませんでしたが、久々の雪で空気が綺麗になった様に感じます。積雪の多い地方の人は、最初純白な新雪が溶け始めると、黒く薄汚くなるのをご存知と思います。降りしきる時は白く美しい雪も「チリ・ゴミ」と言う核心がないと、雪にならないと言う事です。「水清ければ、魚住まず」とも言います。人間も「腹黒い」とか言いますが、綺麗事だけの人間は確かにつまらないものです。ある程度、悪さがあり、それで居ながら卑怯でない、人の方が人間的魅力があります。政治家などは、この様な「汚さと清潔さ」の矛盾を、矛盾無く処理できる人が、本来有能なのだと思います。しかし、最近の政治家は国民にこびる事ばかりで、開き直った悪か、聖人君子を目指す様な両極端になっている様に思います。大多数の国民は、自分や家族だけの幸せが第一であり、国家の行く末など考えていないのですから、その意見は無視してはならないとしても、全面的に聞く必要は無いのです。国の中枢と、国民のレベルには当然ギャップがあり、その中継をするのがマスコミです。ですから、マスコミは清濁併せ呑み、報道をする必要があります。しかし、報道ステーション等見ていると、「自分で出来るのか？」と思う様な綺麗事をコメンテータが言います。綺麗事ですから、聞いている人のほとんどは心地よく感じ、同調し、そして政治家にクリーンを要求する。そんな政治家ばかりでは、海外に対して物も言えず、交渉も出来ず、何時までも戦争責任を追及され、金を取られ放題になり、国益を害すると思います。小澤一郎の公設秘書が逮捕されました。当然、多くの国会議員はびくびくしていると思います。しかし、「何故、小澤一郎が最初なのか」です。理由は簡単、自民党が選挙に勝ちたいが為に暗躍したとしか思えません。こんな事をしてまで、権力の座にしがみ付きたい首相は、独裁国家元首と同等であり、非常に危険です。このやり方は、「汚さ」がほとんどを占めており、感心しません。日本の製造業の国際競争力が落ちていると話題になっていますが、これも同様の現象だと思います。最近では、画一化された方針で進むのが最善であり、反対意見を延べる者を排除する様なやり方が横行しています。多数決主流派の意見が正しければ、この様にはなりませんが、「目先の事しか、見えない、考えられない人」が多いので、多数決の結果は往々にして誤りである場合がほとんどです。仮に、多数はを「清」、少数派を「濁」と呼びましょう。矢張り、重要なことを決める場合には、某政治家の様に「他人を貶める」のではなく、「話し合いを行い」異なった意見を調整していく、「清濁併せ呑む」度量が国家の中枢に居る人だけで無く、企業の上層部にいる人にも必要なのだと思います。春先の雪を見て、感じました。「春の雪」、と言えば三島由紀夫の名作 もありますので、一読してみてください。
